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歩いたルート 涸沢のテント場を出発して北穂高岳に
登り、反時計回りに稜線沿いを通ってテント場に戻っ
た。長野県の「難易度評価」では、写真の赤点線は、
難易度がA～Eの５段階で最高の「E」、体力度は10段
階で「７」に指定されている（この場合、E7と表記す
るらしい）。アウトドア部の合宿で行った鳳凰三山の
登りや富士山はB6。高尾山はA2だそうだ。
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「おいおい笑っちゃうなこのルート…！」「これ、登山じゃなくてロック
クライミングでしょ！」北アルプスの穂高連峰のおよそ“道”とは呼べないよ
うな岩稜帯を歩いていた時、ぼくはそんな悪態独り言ばかり口にしていた。
YouTuberの真似をして動画を撮りながら進んでみたので、あとでその動画
を見返すとその時の自分の焦り具合が伝わってきて笑えた。
涸沢（Vol.166）で紅葉を堪能した翌日、ぼくらはついに目の前にそびえ

たつ穂高連峰にチャレンジした。穂高連峰のうち、今回訪れた北穂高岳と奥
穂高岳はともに3,000mを超え、その山頂同士を結ぶ稜線ルートは、登山道
として最高難度の「E」に指定されている。日本三大岩場とも呼ばれており、
北穂高岳と奥穂高岳の両方の山頂に行きたければ、一旦涸沢に降りることが
無難と言われている。でもぼくは、山頂よりもむしろ、山頂と山頂の間の岩
場を歩きたかった。わざわざそんな危険なところに行かなくても…と言われ
ればその通りだが、行きたい欲の方が勝った。なぜか。それは、北アルプス
の『山の成り立ち』をこの目で見て、この足で踏みしめたかったからだ！北
アルプスには「槍ヶ岳」や「剱岳」のようないかにも尖ってそうな“いかつ
い”名前が多い。いかつさを作ったのは「氷河」だ。北アルプスは約１万年
前まで多くの氷河に覆われており、岩が削られた。穂高の山々をつくる岩（

北穂高岳山頂（地図のA地点）で北側を見た様子 午
前７時頃。山頂に着いた途端、雲が晴れて大パノラマ
が広がった！あまりの絶景に言葉を失った。この景色
も憧れの１つだったので、運良く晴れてくれて感無量
だ。左側の先端が尖っている山が槍ヶ岳。ここ（北穂
高岳山頂）から槍ヶ岳までのルートもE難度で、体力
度は９。ここが日本最難関と言われている（今回はこ
ちらには行かず、南側（奥穂高岳側）へ行った）。

涸沢カールの“ふち”を歩く（地図のB地点）
足場が狭く、ここが最も緊張した場所。ス
プーンでえぐったような“カール地形”は、典型
的な氷河地形で、１万年前までここにあった
氷河が山を削ったことによりできた。危険な
場所だけど、成り立ちを感じながら歩くのは
楽しい。ヘルメットとグローブは必須。

奥穂高岳山頂（地図のC地点）で北穂高岳
方向を見た様子 北アルプス最高峰、日
本第三位の山頂3,190mに立った！今回歩
いた稜線は県境なので、写真右側が長野
県、左側が岐阜県。雲が出始めてしまっ
たが、雲海の中に山々が顔を出している
様子も圧巻だ。ちなみに、遮蔽物が全く
無い場所にいるので、風が強くて超寒い。

穂高連峰の岩稜帯 左図のA点で涸沢岳方向を見た写
真。奥穂高岳までの稜線はごつごつした岩だらけだし、
山というより岩の壁。すべて溶結凝灰岩という176万
年のカルデラ噴火で噴出した火山灰が積もって押し固
められてできた岩が、氷河による浸食などで削られた
結果できたもの。北アルプスならではのこのいかつい
岩場はとてもかっこいい。写っているのはS先生。

「おいおい笑っちゃうなこのルート…！」「これ、登山じゃなくてロッククライミングで
しょ！」北アルプスの穂高連峰のおよそ“道”とは呼べないような岩稜帯を歩いていた時、ぼく
はそんな悪態独り言ばかり口にしていた。YouTuberの真似をして動画を撮りながら進んでみ
たので、あとで動画を見返すとその時の自分の焦り具合が伝わってきて笑えた。
涸沢（Vol）で紅葉を堪能した翌日、ぼくらはついに目の前にそびえたつ穂高連峰にチャレ

ンジした。穂高連峰のうち、今回訪れた北穂高岳と奥穂高岳はともに3,000mを超え、その山頂
同士を結ぶ稜線ルートは、登山道として最高難度の「E」に指定されている。日本三大岩場と
も呼ばれており、北穂高岳と奥穂高岳の両方の山頂を目指す場合、一旦涸沢に降りることが無
難と言われている。でもぼくは、山頂よりもむしろ、山頂と山頂の間の岩場を歩きたかった。
わざわざそんな危険なところに行かなくても…と言われればその通りだが、行きたい欲の方が
勝った。なぜか。それは、北アルプスの『山の成り立ち』をこの目で見て、この足で踏みしめ
たかったからだ！北アルプスには「槍ヶ岳」や「剱岳」のようないかにも尖ってそうな“いか
つい”名前が多い。いかつさを作ったのは「氷河」だ。北アルプスは約１万年前まで多くの氷
河に覆われており、岩が削られた。穂高の山々をつくる岩（溶結凝灰岩）は南アルプスの岩よ
りも硬く、また、岩が固まるときに縦に亀裂が入って柱のように立ち（柱状節理）、氷河に削
られた結果切り立った壁として残った。比較的丸みを帯びた南アルプスの山々（Vol参照）と
は見た目が全然違う。北と南の成り立ちの違いを知ってしまうと、やっぱりそれを自分の目で
見てみたいと思ってしまう。
崖っぷちを歩き、垂直の壁を登るこのルートはとっても怖かったけど、一歩一歩がすごく楽

しかった。「このゴツゴツの岩たちは氷河が削ったのか…！」とか「176万年前の噴火で出た
火山灰が岩になってもう3,000mにまでせり上がってきているのか…！」とかを考えながら岩を
踏みしめていると、人間なんて本当にちっぽけな存在なんだと実感してなぜかゾクゾクした。
変態だな。

フォッサマグナにハマってから（Vol）、山の成り立ちがとても気になる。

で「マジか…」「うそでしょ…」とばかり言っていて笑えた。「本当にここ通れるの？！」
「これ正真似をして

それにしてもこの岩場は圧巻だ。歩くのは怖かったけれども、山の姿は圧倒的に格好いい。

※地学号です。生物は登場しません。
さぁ、ここからが本番だ。涸沢の紅葉（Vol.）は序章に過ぎない。涸沢に着いた翌朝、いよ

いよ穂高連峰へ挑む。前述の通り、今回の登山は自分にとって大きなチャレンジだ。それは、
北アルプス（以下、北ア）の難ルートに挑むからだ。「穂高連峰」のうち、今回訪れた北穂高
岳と奥穂高岳はともに3,000mを超え、その山頂同士を結ぶ稜線ルートは、登山道として最高難
度の「E」に指定されている。わざわざそんな危険なところに行かなくても…というのも一理
あるが、フォッサマグナにハマってから（Vol）、山の成り立ちがとても気になる。北アには
「槍ヶ岳」や「剱岳」のようないかにも尖ってそうな“いかつい”名前が多い。いかつい理由は、
簡単に言うと、南アルプス（以下、南ア）よりも「氷河」の浸食を強く受け岩が削られたこと、
そして、南アよりも岩が硬く、削られたり風化したりしても切り立った壁として残ったことな
どが挙げられる。そんな、南アルプスとの成り立ちの違いを知ってしまうと、やっぱりそれを
自分の目で見てみたいと思ってしまったわけだ。
朝４時、テントを置いて身軽な状態で、登山スタート。スプーンですくったようなカール地

形の“底”から“ふち”へ、約２時間の急登を経て、まずは北穂高岳山頂へ到着した。山頂に着い
た途端、雲が晴れて360°大パノラマが広がっていた。雲に隠れていた北側の槍ヶ岳も姿を現
した。見渡す限り、荒々しい岩だらけ。それは、今まで登った山の山頂のどれとも似ていない
独特な景色だった。すげー！と子どもみたいな声をあげながら写真を撮りまくった（写真１）。
そこから奥穂高岳までの道は、道とは言えないような岩！岩！岩！初めてここを歩いた人は、
よくこんなとこ進んだなと思うような場所だった（今の自分も大概か）。足がすくむ崖を進み、
登山というよりロッククライミングのような垂直な壁を登り…
今回、YouTuberの真似をして動画を撮りながら進んでみたのだが、後でその動画を見返し

てみると、ぼくは独り言で「マジか…」「うそでしょ…」とばかり言っていて笑えた。「本当
にここ通れるの？！」「これ正しいルートなの？！」と思う場所ばかりで、ついそう呟いてい
たのだと思う。

この地形を氷河が作ったのかぁ…と悠久の時を超えて

山の天気は運次第なので、山頂で晴れるなんて超ラッキー。ここから見る景色も憧れだった。
そしていよいよ北穂高岳山頂から奥穂高岳を目指す。振り返って南側を見ると、

登山をしているとよく、『なんで自分は山に登っているんだろう…』と自問することがある。
登山は長いしきついし大変。景色がきれいって言ったって、曇ったら何も見れないし、雨に降
られることもある。いったい何が楽しくて人は山に登るんだろう。ただ、今回の僕には北アル
プスの穂高連峰を目指した明確な理由がある。ズバリ、地学だ。今まで一度も行ったことのな
い北アルプス（飛騨山脈）は、南アルプス（赤石山脈）よりも氷河の浸食を大きく受けてゴツ
ゴツの岩だらけ。比較的山頂が丸みを帯びている南アルプスとは、見た目が全然違ってかっこ
いい。北と南の違いをこの目で見てみたい。そして、このゴツゴツの岩稜帯を歩いてみたい、
というのが今回のチャレンジの理由だ。

176万年前に溜まった火山灰が標高3,000mにまでせり上がって

このルートは、登山難度が最高の「E」に指定されている。滑落の多い危険な場所だ。ヘル
メットと手袋を装着。YouTubeを見て何度もイメトレしてきたルートにいざ挑戦。

ぼくには人生のモットー、というか自分ルールがあって、それは、『迷ったらやってみる』
というものだ。若い頃から、他人から見ればレベルが低いと思われるようなものも含めて、自
分なりに色々チャレンジしてきたつもり。40歳手前になった今、新しいことにチャレンジする
機会は減っているが、今でもこのモットーは大切にしたいと思っている。
なぜかと言えば、それは

は、北穂高岳、奥穂高岳、前穂高岳、西穂高岳から成り、その

※くれぐれも勘違いしないでほしいが、今回無謀なチャレンジはしていない。万全の準備をし、
天候をギリギリまで見て慎重に判断して挑戦している。命を天秤にかけるようなチャレンジは
今後もするつもりはない。

教員をやっていると、よく生徒に「もっとチャレンジせい」なんて発破をかける。そう言う
大人は…？40歳を前にして、ぼくも何か挑戦したくなった。今回の登山は、ぼくにとって大き
なチャレンジだ。北アルプス、穂高連峰の北穂高岳から奥穂高岳へつづく稜線沿いのルートは、
登山難易度が５段階で最高のEに指定されており、滑落事故も多い。一方で、なぜそのような
険しい山容をしているのかと言えば、それは南アルプスとは異なる「山の成り立ち」があるか
らだ。地学にハマったいま、北アルプスの岩場を自分の目で見てみたい。その憧れを実現する
ためのチャレンジが始まった。

これまで南アルプス（赤石山脈）はアウトドア部でも行っていたのに、北アルプス（飛騨山
脈）を敬遠していたのはなぜだろう。それは、北アルプスが岩だらけの“いかつい”姿をしてい
るからだ。ではなぜ“いかつい”のかというと、やはり山の成り立ちが関わっている。地学だ。
Vol.でフォッサマグナにハマって以来、地質への興味が止まらない。北アルプスの地質につい
て勉強中だ。

穂高連峰の成り立ちを要約すると、
176万年前の超大規模な噴火（カルデラ噴火）によって積もった大量の火山灰が（厚さ1,500m
堆積！）、マグマの熱で溶け固まり（溶結凝灰岩の形成）、日本列島周辺のプレートの推す力
（東西圧縮）により隆起して山となり、氷河によって削られてカールができた。岩石が硬かっ
たので崩れず残った部分が切り立った岩壁となった…そうだ。
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溶結凝灰岩）は南アルプスの岩よりも硬く、
また、岩が固まるときに縦に亀裂が入って柱
のように立ち（柱状節理）、氷河に削られた
結果切り立った壁として残った。比較的丸み
を帯びた南アルプスの山々（Vol.154参照）
とは山頂の見た目が全然違う。一言でいえば、
かっこいい！のだ。北と南の成り立ちの違い
を知ってしまうと、やっぱりそれを自分の目
で見てみたいと思ってしまう。
崖っぷちを歩き、垂直の壁を登るこのルー

トはとっても怖かったけど、一歩一歩がすご
く楽しかった。「このゴツゴツの岩たちは氷
河が削ったのか…！」とか「176万年前の噴
火で出た火山灰が岩になってもう3,000mに
までせり上がってきているのか…！」とかを
考えながら岩を踏みしめていると、人間なん
て本当にちっぽけな存在なんだと実感して、
なぜかゾクゾクした。変態だな。
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※くれぐれも勘違いしないでほしいが、今回、“無謀な”チャレンジはしていない。万全の準備をし、天候をギリギリまで見て慎重に判断して挑戦している。命を天秤にかけるようなチャレンジは今後もするつもりはない。
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